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風船爆弾
●�「ぼくは風船爆弾」上映とトークショー
　高橋光子原作「ぼくは風船爆弾」の映画
化作品。風船爆弾を擬人化した主人公

「ほくと君」の視点から、戦争の悲惨さと
平和の尊さをアニメと実写を交じえて伝
えます。上映後には、松村克弥監督と出
演俳優の城之内正明氏のトークショーが
あります。
d８月21日㈮午後２時～４時（1時３０分開場）b小ホールc25０人（会場
先着順） 
●�関連展示「風船爆弾と本土決戦準備－女の子たちの戦争－」他
d８月16日㈰～2３日㈰午前1０時～午後６時b市民ギャラリー

戦争が残した影
●�多摩市平和展連続講演（第13回）1945年8月「空白の２週間」を探る� �
～戦争と占領の間～
d８月16日㈰午前1０時３０分～午後０時３０分（1０時開場）
b小ホールc25０人（会場先着順）講師山田朗氏（明治大学
文学部教授、明治大学平和教育登戸研究所資料館館長）
●��オープニングイベント　戦争が人間にもたらす深く長い影と傷 �
～復員日本兵、その家族とPTSD～

　戦争は終わった後も、人々の心に深い傷を残します。日本兵だった 
父のPTSD（心的外傷後ストレス障害）に気付いたことがきっかけで、活
動を始めた黒井氏を追ったドキュメンタリーの上映と講演を行います。
d８月16日㈰午後２時～４時4０分（１時３０分開場）b小ホールc25０人（会
場先着順）出演黒井秋夫氏（PTSDの日本兵家族会・寄り添う市民の会）
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●�高校生による平和学習の報告と平和絵本のお話会
　都立永山高校の生徒が、修学旅行で訪れた「沖縄」での平和学習の体
験や、国際交流を通して学んだ平和への思いや気付きを報告します。
あわせて、平和をテーマにした絵本の読み聞かせも行います。子ども
から大人まで、親子で一緒に平和について考
えることができる内容です。
d８月17日㈪午後2時３０分～3時4０分（2時15
分開場）bオープンスタジオc6０人（会場先着
順）
●�広島基町高校卒業生が語る「原爆の絵」と平和への想い
　「原爆の絵」を描いた広島市立基町高校の卒業生２人が、取り組みの
紹介や制作エピソードとともに、自らの思いを語ります。
d８月2０日㈭午前11時３０分～午後０時３０分・午後２時～３時（各３０分

前開場。いずれも同内
容）bオープンスタジ
オc6０人（会場先着順）
出演木原結愛氏、本多
芽依氏（いずれも広島
市立基町高校卒業生）
●�令和８年度多摩市子ども被爆地（長崎）派遣成果報告会
　小・中学生の派遣員６人が自らの言葉で被爆地「長崎」を通じて学ん
だ平和への思いを伝えます。長崎出身のシン
ガーソングライターカツルミ氏による歌と平
和へのメッセージもあります。
d８月2３日㈰午後２時～４時３０分（１時３０分開場）
bオープンスタジオc6０人（会場先着順）

令和7年度の様子▲︎

イベントスケジュール
イベント名 8/16㈰ 8/17㈪ 8/18㈫ 8/19㈬ 8/20㈭ 8/21㈮ 8/22㈯ 8/23㈰ 場所

【講演】1945年8月「空白の2週間」を探る
小ホール【上映・講演】戦争が人間にもたらす深く長い影と傷

【上映・トーク】「ぼくは風船爆弾」上映とトークショー
【講演】若い人たちへの伝言〜語り継ぐ戦争体験

オープン
スタジオ

【報告・お話会】高校生による平和学習の報告と平和
絵本のお話会
【お話会】平和絵本のミニお話会
【講演】広島基町高校卒業生が語る「原爆の絵」と平和
への想い
【講演】認定NPO法人アクセプト・インターナショナ
ルの紛争地での挑戦
【講演】朝鮮戦争と多摩周辺の米軍基地
【報告】令和8年度多摩市子ども被爆地（長崎）派遣成果
報告会

【展示】風船爆弾パネル展示など
市民ギャラリ
ー、オープン
スタジオ

10:30〜12:30
14:00〜16:40

13:00〜14:00 14:00〜15:00 13:00〜14:00

15:00〜17:00

14:00〜16:00

11:30〜12:30
14:00〜15:00

14:30〜15:40

10:30〜12:30

14:00〜16:30

13:00〜13:45 14:30〜15:00

10:00〜18:00

次世代が語る「平和」～若者のメッセージ～

　表紙の大きな風船は、「風船爆弾」という戦争末期に旧日本陸
軍が開発した兵器です。直径約1０mの気球に爆弾を載せてアメ
リカ本土に向けて日本各地から約9,３００発が放たれました。そ
して、製造には、全国から勤労動員された多くの女学生たちが
関わっていました。
　戦争というと、被害の側面が語られることが多い一方で、日

本が加害する立場にあった歴史や、子どもたちが戦争に動員さ
れていた現実も見過ごせません。
　戦後8０年という節目を超えた今もなお、世界では対立や衝突
が続き、平和が決して当たり前ではない現実が広が
っています。だからこそ、過去に学び、未来を担う世
代とともに、戦争と平和について考えてみませんか？

過去に向き合い、未来を考える過去に向き合い、未来を考える 8/16日～23日
パルテノン多摩

開催
期間

会場第35回多摩市平和展－すべてのいのちに平和な地球を－第35回多摩市平和展－すべてのいのちに平和な地球を－

「ひめゆりの塔」前にて▶︎

主催多摩市平和展市民会議、多摩市後援（公財）多摩市文化振興財団 ID1011812m当日直接会場へi平和・人権課☎（376）8311・v（339）0491

戦争の記憶と影に向き合う

▲︎�「原爆の絵」完成披露会の様子
（木原結愛氏）

▲︎�被爆体験証言者との共同制作
の様子（本多芽依氏）


